
第１回部会　成果指標に対する委員意見とりまとめ 部会名：文化観光スポーツ部会　　

施　策　番　号 指　　　標　　　名 指　　　標　　（案） 目　　　標　　　値 委員意見 県の考え方
委員

専門委員

1 ― ― ― ― 成果指標に関する制度について
は、例えば文化なら文化の関係団
体の方、あるいは国に関係するＮ
ＰＯとかが成果指標に対してどの
ようなことをやっているのかを参考
にするような、意見を聞くような工
夫をされて、成果指標を改めて設
定したほうがいいのではないか。

　各施策における成果指標は、現行計画の成果指
標や本県の現状・課題、国の計画等における指標
等を参考にした上で、施策の効果を計るものとして
適切か、定量的かつ持続可能な指標か、という観
点から選定したものであります。

　適切な成果指標の選定については、委員の皆様
のご意見も踏まえ、継続して検討してまいります。

平田
副部会長

2 1-(4)-ｱ　施策① しまくとぅばを挨拶程
度以上話す人の割合

― ― 成果指標の妥当性について確認
したい。（成果指標は先の振興計
画と同様で、先の振興計画では
82％が目標でした。この先の10年
でどこまで求めるのか、そもそも
100％近くを求めることが妥当なの
か疑問に思ったため）

〇しまくとぅばの普及、継承に係る指標を「挨拶程
度以上話す人」の割合とすることは、しまくとぅばが
挨拶など日常生活で使われることにより世代間で
継承されていくという観点から非常に重要な要素
であり、指標として適当であると考えております。

〇一方、沖縄県が実施した令和２年度しまくとぅば
県民意識調査において、しまくとぅばを挨拶程度以
上話す人の割合は43.2％となっており、成果指標
の目標値については、専門家等の意見も聞きなが
ら検討していきたいと考えております。

倉科
専門委員
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